
社協だより社協だより
しばたしばた No.346

平成29年10月21日

「社協」は、　 会福祉　 議会の略称です協社
編集・発行　新発田市社会福祉協議会　新発田市本町4‒16‒83　TEL23‒1000（代表）

新発田社協のホームページ　http://www.shibata-shakyo.or.jp
社協ホームページ（PC版）が　

ご覧になれます▶

平成30年１月19日
No.349

　12月９日（土）新発田市生涯学習センター講堂にて『ふくしの集い』を開催しました。
　当日は、第１部として社会福祉協議会長表彰　表彰式を執り行い、第２部として“こころMoji
アーティスト”浦上秀樹さんとＦＭしばたパーソナリティ中村博和さんをお招きし、「すべてので
あいといのちのすばらしさ」と題して特別講演（トークセッション）を行いました。講演では、浦
上さんの人生経験やこころMoji作成過程のエピソードを中村さんより紐解いていただきながら、
『出会いと繋がり』の大切さについてお話をいただきました。
　200名を超える多くの方からご参加いただき、未経験の世界に待つ出会いと可能性を楽しみ、ふ
だんのくらしをしあわせにするヒントをもらえる貴重な機会となりました。
※表彰式の詳細については２ページをご覧ください。

ボランティアだより

しばた社協だよりは、ボランティアグループ「むぎの会」により音声訳されています。

＊問い合わせ先（土・日・祝日を除く）＊

〒957‒0054　新発田市本町4‒16‒83
TEL 23－1000  FAX 26－3300（ボランティアセンター内）
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　新発田市成年後見センターでは、成年後見制度に関する普及・啓発に取り組んでいます。今回の研修で
は、寸劇をとおして消費者被害について学ぶとともに、成年後見制度の理解促進を目的に下記のとおり研
修会を開催いたします。みなさま一緒に制度を考えてみませんか。どうぞお気軽にご参加ください♪

内容：【１部】 消費者トラブルにまつわる事例の寸劇
「消費者被害や悪質商法について学ぶ」
協力団体：消費生活サポーターあやめネット

：新発田市中央地域包括支援センター
　【２部】 トークセッション

「寸劇から学ぶ成年後見制度～あなたも制度を身近に感じてみませんか～」
　　　聞き手：FMしばた ラジオパーソナリティー　中村　博和　氏
アドバイザー：波多野司法書士事務所　司法書士　波多野　雅造　氏
　　　話し手：新発田市南地域包括支援センター職員

：新発田市成年後見センター職員

申込〆切：平成30年２月20日（火）までに下記成年後見センターへ電話にてお申込みください。

 協力団体：消費生活サポーターあやめネット
 　　　　：新発田市中央地域包括支援センター
　　　【２部】 トークセッション
 「寸劇から学ぶ成年後見制度～あなたも制度を身近に感じてみませんか～」
 　　　聞き手：FMしばた ラジオパーソナリティー　中村　博和　氏
 アドバイザー：波多野司法書士事務所　司法書士　波多野　雅造　氏
 　　　話し手：新発田市南地域包括支援センター職員
 　　　　　　：新発田市成年後見センター職員

【新発田市成年後見センターの下記事業をご利用ください】

＊ ＊ ＊  まずはお気軽にお問い合せください  ＊ ＊ ＊

弁護士さんに相談してみませんか？
～成年後見制度に関する無料法律相談～

【日　程】 毎月開催（ご要望のある場合）
※毎月15日以降に調整いたします

【場　所】 新発田市ボランティアセンター
【弁護士】 新発田中央法律事務所

　所長　吉村　一洋　弁護士

◆制度に関連したどんなお悩みでも結構です。
※毎月先着３名

『成年後見制度に関する無料出前講座』
【日　程】  午前９時～午後５時の間で希望の

１時間程度
【内　容】 成年後見制度について

成年後見センターについて
日常生活自立支援事業について　等

◆場所については会場をご用意ください。
◆日程はできる限りご希望に応じます。
※希望日の２週間前までにお問い合わせください。

開設時間：月曜日～金曜日　午前９時～午後５時
　（土日、祝日及び年末年始を除く）
TEL ２０－８９８８（直通）

新発田市成年後見センター
（ 新発田市社会福祉協議会　
地域福祉課内）

日時：平成30年２月24日（土）
　　　午後１時30分～午後３時30分（受付　午後１時）
会場：地域交流センターあおり館　１F　屋内広場

＜個別相談会＞ セミナー終了後　午後３時35分～
司法書士とセンター職員により相談会を開催いたします。（要予約・無料）

▼ ▼

同日開催
相談無料

成年後見制度を一緒に考え、制度を身近に感じてみませんか？
『平成29年度  成年後見セミナーinしばた
　 ～消費者被害からみた成年後見制度の活用に向けて～』のご案内のご案内

申込必要
参加無料

４



　我々が行っている「福祉のまちづくり」を推進する事業や、各施設
の概要、随時更新される記事など様々な情報を掲載しております。
　月１回発行される社協だよりの掲載には間に合わない情報や、事業
所独自のイベント案内等も“お知らせ”欄に更新しています。ぜひご
覧ください。

ホームページアドレス
http : //www.shibata-shakyo.or.jp

除雪ボランティア「雪のけ隊」のお仲間大募集！！

【お問い合わせ】新発田市社会福祉協議会　地域福祉課　TEL 23－1000

「雪のけ隊」出陣式を行いました

新発田市社会福祉協議会ホームページをご活用ください♪

　自力で雪かきが困難な高齢者や障がい者のお宅の除雪を行う
ボランティアを募集しています。除雪用具や防寒具の貸し出し
も行っています。
　身一つで十分活動できます。無理のない範囲で気持ち良い汗
をかいてみませんか。ご協力頂ける方は下記までご連絡ください。

【活動の流れ】

活動報告除雪活動ご依頼ボランティア登録
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　去る12月12日（火）新発田市ボランティアセンターにて除
雪ボランティア雪のけ隊の出陣式を行いました。「誰かのため
になるなら」「自分自身の健康のために」などの声が聞かれ、
熱い思いを持った方々に集まっていただきました。今年も本
格的な雪シーズンに向けて気持ち良いスタートが切れました。

一人では心配…をサポートします
～いつまでも住み慣れた地域で安心して暮らすために～

　認知症や障がいなどで判断力・理解力に不安のある方をサポートする主な手段として、『日常生活自立
支援事業』と『成年後見制度』があります。様々な手続きや金銭管理などでお困りではありませんか。
当協議会では、不安を安心にかえるためのお手伝いをします。まずはお気軽にご相談ください。

　認知症の高齢者や知的障がいのある方、精神障が
いのある方など、日常生活をしていく上で必要な福
祉サービスの利用などについて、自分ひとりの判断
で行うことに不安のある方が地域で安心して生活で
きるようにお手伝いします。
【サービス内容】
①福祉サービスの利用の支援を行います。
　・福祉サービスの状況提供、苦情解決制度利用支援
②日常的なお金の出し入れの支援を行います。
　・預貯金の払い戻し、公共料金支払い手続きなど
③大切な書類や印鑑などをお預かりします。
　・預貯金通帳、印鑑、年金証書、権利証など
【お問い合わせ】
日常生活自立支援事業　TEL 20－0022（直通）
（新発田市社会福祉協議会　地域福祉課内）

　安心な暮らしのために、成年後見センターでは成
年後見制度の活用をお手伝いします。
【主な事業内容】
①成年後見制度に関する相談支援
　・一般相談…予約は不要で随時対応しています。（無料）
　・ 成年後見に関する法律相談…毎月上旬に受付、
その月の中旬以降に調整いたします。（無料／
予約制）

②関係機関との連携及び調整
③ 成年後見制度の普及・啓発…相談会や研修会（セ
ミナー）などを開催し、制度の普及と利用促進を
図ります。随時、出前講座、必要な情報の発信も
行います。

※セミナー及び出前講座の詳しい情報は裏面をご覧ください。
【お問い合わせ】
新発田市成年後見センター　TEL 20－8988（直通）
（新発田市社会福祉協議会　地域福祉課内）

日常生活自立支援事業 成年後見センター
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あけましておめでとうございます
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ新

発
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
会
長
　
荻

　野

　優

　志

平成29年度新発田市社会福祉協議会長表彰

　平成29年12月９日に開催された、ふくしの集いの
席上に於いて、新発田市社会福祉協議会長表彰の表彰
式が行われ、多年にわたる社会福祉活動に対し、功績
のあった個人及び団体の皆様に荻野会長より表彰状と
副賞が贈られました。

〇民生委員児童委員功労　在職９年以上
〇社会福祉事業・ボランティア活動功労（個人）
　 団体に所属せず１年以上又は団体に所属しながら
10年以上活動を継続している方
〇社会福祉事業・ボランティア活動功労（団体）
　３年以上活動を継続している団体
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民
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委
員
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井
　
兵
榮
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功
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（
個
人
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鈴
木
　
田
鶴
子
　
　
渡
辺
　
広
子

　
安
田
　
紀
子
　
　
　
西
山
　
和
子

　
片
山
　
節
子
　
　
　
赤
澤
　
幸
子

社
会
福
祉
事
業
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
功
労
（
団
体
）

　
リ
フ
ト
カ
ー
あ
や
め
会

　
要
約
筆
記
サ
ー
ク
ル
四
季

　
新
発
田
無
線
赤
十
字
奉
仕
団

　
憙
乃
会

　
花
ふ
や
し
隊

　
が
ん
ば
る
ワ
ン
新
発
田

　
豊
浦
み
ん
な
の
会

受賞おめでとうございます
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